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●ご自身の命を守ることが最優先です。自治体等からの情報を参考に、災害
の危険が迫ったら、危険な場所から迷わずに避難してください。気象情報
や避難情報の発令状況は、「奈良県防災ポータル」から確認できます。

INFORMATION

ストップ水難事故！ ～川は急に増水する等、危険な一面があります～

新型コロナウイルス感染症が収束しない状況においても、災害はいつ発生するかわかりません。
災害発生または発生するおそれがある時は、

危険な場所から、安全な場所へ避難することが原則 です。

知っていただきたいコロナ禍における避難のポイント
●避難情報（警戒レベル）の一覧

付近で雨が降っていなくてもこんな時は危険　付近で雨が降っていなくてもこんな時は危険　川で遊ぶときの鉄則川で遊ぶときの鉄則

雨量、河川水位、河川監視カメラの画像を
リアルタイムで確認できます。

●
●
●
●
●
●

大雨注意報、警報が発表された
上流の空に雨雲や積乱雲が見えた
水かさが増した
水が濁った
落ち葉や流木、ゴミが流れてきた
山鳴りがした

□ 天気や川の情報を常にチェックする
□ ライフジャケット等を準備する
□ 看板や地元の人から川の情報を得る
□ 川の様子をよく見る

奈良県河川情報システム天気予報とあわせて
確認しましょう

すぐ避難

5

警戒
レベル 状況 住民が取るべき行動

4

3

2
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※令和3年5月から避難情報の名称等が変わっています。

避難情報等

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！

〈 警戒レベル４までに必ず避難！〉

緊急安全確保

災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難 避難指示

災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難

気象状況悪化 自らの避難行動を確認
今後気象状況悪化
のおそれ 早期注意情報

大雨・洪水注意報

災害への心構えを高める

詳しくは　奈良県防災統括室  
https://www.pref.nara.jp/55577.htm

●避難とは「難」を「避」けることです。小中学校や公民館等の避難場所への
避難に加え、安全な場所にある親戚や知人宅、ホテル等への避難も考えて
みましょう。自宅で身の安全を確保できる場合は、自宅にとどまることも選
択肢です。事前に避難先を確認し、相談しておきましょう。

●マスク・体温計・手指消毒剤・スリッパ・タオル・ゴミ袋等、感染症対策に
必要なものはできるだけ各自で用意し、携行してください。

●マスクの着用や手洗い・換気の徹底、隣の人との間隔の確保等、避難所で
行われる感染症対策へのご協力をお願いします。

●激しい雨の時には移動すること自体に危険が伴います。「自らの命は自ら
が守る」意識を持って、普段から準備し、明るいうちの早めの避難行動を心
がけましょう。

奈良県広報広聴課 　TEL.0742-27-8327 　https://www.pref.nara.jp/43272.htm

申し込み条件や方法については、
以下URLよりご確認ください。

お問い合わせ先

奈良県の治水対策

なら県政出前トークは、県が重点的に取り組む施策等について、県民等の皆さまからの希望に応じて、職員がお伺いして説明、
意見交換を行うものです。河川整備課では、以下２つのテーマをご用意しております。

なら県政出前トーク

令和2年度実施の様子

● 奈良の河川の歴史、今日の河川が抱える課題等、
総合治水に関する取組や浸水地域における減災対策

水害に備えて
● 水害時に役立つ水位、雨量及び気象情報の取得方法や備え、
水難事故発生防止の取り組み等

説明内容（水害について）
Ⅰ　水害の状況
Ⅱ　水害リスクの確認
Ⅲ　防災情報と避難行動
Ⅳ　河川情報の収集
Ⅴ　避難に際しての注意
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奈良県平成緊急内水対策事業　重点地区・事業箇所 位置図

※事業化している箇所のみ記載しています。
※★：上記図・写真の事業箇所

※貯留量については、今後変更することが
　あります。
※　：学校の一般的な25mプール（約400㎥）

令和4年6月現在

1. 大和高田市栄町地区

2. 大和高田市礒野北町地区 5. 桜井市桜井地区

18. 河合町長楽・川合地区

9. 川西町吐田地区

10.11. 三宅町但馬地区

大和川

曽我川

飛鳥川 寺川

川
城
葛

川
雄
富

葛下川

国道24号

国道25号

西名阪自動車道

名阪国道 国道25号
竜田川

佐保川

3. 大和郡山市北郡山町地区

・高田土木事務所駐車場地下貯留施設（1,700㎥）　×4面分

4. 天理市庵治町地区
・庵治池（88,000㎥）　×220面分

8. 斑鳩町法隆寺南3丁目地区
・農地（3,500㎥）　×9面分

6. 御所市今住地区
・今住流域貯留施設（3,530㎥）　×9面分

17. 広陵町中地区
・古寺流域貯留施設（30,000㎥）　×75面分 13. 田原本町富本地区

・富本農地（5,500㎥）　×14面分

7. 三郷町勢野東5丁目地区
・勢野東地下貯留施設（16,500㎥）　×41面分

19. 王寺町葛下3丁目地区
・葛下流域貯留施設（32,700㎥）　×82面分

15. 広陵町大場地区
・大場流域貯留施設（53,000㎥）　×133面分

16. 広陵町三吉地区
・馬見川左岸流域貯留施設（7,500㎥）　×19面分
・馬見川右岸流域貯留施設（25,000㎥）　×63面分

14. 田原本町小阪地区
・小阪農地（2,900㎥）　×7面分
・西井上農地（17,000㎥）　×43面分

12. 田原本町阪手南地区
・県水道資材置場（3,750㎥）　×9面分
・阪手新池（4,000㎥）　×10面分
・社会福祉協議会駐車場等（5,000㎥）　×13面分（竣工、供用済）
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【重点地区の選定】

重点地区抽出の考え方

市町で地元調整、
予備設計を実施

工事状況（今住流域貯留施設）（御所市）

工事状況（葛下流域貯留施設）（王寺町）

完成イメージ ※今後変更となる可能性あり
（高田土木事務所駐車場地下貯留施設）（大和高田市）

雨水貯留部

排水路

（工事中）

（工事中）

雨水浸透阻害行為について
●大和川流域内の土地で行う1,000㎡以上の雨水浸透阻害行為（土地の締固めや
　開発等により雨水がしみ込みにくくなる行為）は奈良県知事等の許可が必要です。
●許可にあたっては、技術基準に従った　　　　　　　　  の設置が必要です。

■許可の申請窓口（奈良県または奈良市で受け付けます。）
奈良市の大和川流域内での雨水浸透阻害行為

詳細：奈良市河川耕地課HP　URL：https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/122/131229.html

開発地 申請先 許可の申請窓口
奈良市内
奈良市で行う雨水浸透阻害行為の許可は奈良市長が行います。

奈良市長 奈良市建設部河川耕地課

奈良市以外の市町村の大和川流域内での雨水浸透阻害行為

詳細：奈良県河川整備課HP　URL：https://www.pref.nara.jp/59856.htm

開発地 申請先 許可の申請窓口
奈良市以外
奈良市以外の市町村で行う雨水浸透阻害行為の許可は奈良県知事が行います。

奈良県知事 奈良県県土マネジメント部河川整備課

連絡先 (TEL)
0742-34-4816

連絡先 (TEL)
0742-27-7507

※許可に伴い設置された雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為も、
　奈良県知事等の許可が必要です。

雨水貯留浸透施設

対象となる行為（雨水浸透阻害行為）の例

耕地 宅地

●田畑（耕地）
→宅地

林地 運動場

●林地
→運動場

県等の審査窓口との事前相談が必要です！

奈良県知事等の許可が必要です！

奈良県
平成緊急内水対策事業

の流れ

優先的に内水対策を実施し、
浸水被害の解消を目指す重点
地区の決定

10年確率規模によるシミュレーション
による内水被害のおそれのある地区

●

浸水常襲地域に該当または平成29年
台風21号による内水被害の発生地区

●

貯留施設による対策が有効な地区●

【事業箇所の決定】

貯留施設候補箇所の選定
●有識者による適地選考委員会で審議

貯留施設事業箇所の決定
●有識者による適地選考委員会に報告
●県・市町が協定を締結

【事業実施】

詳細設計、用地買収、工事

供用開始

★
★

★

原野 資材置場

●原野
→資材置場
　（未舗装）

駐車場資材置場

●資材置場
　（未舗装）
→駐車場
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【重点地区の選定】

重点地区抽出の考え方

市町で地元調整、
予備設計を実施

工事状況（今住流域貯留施設）（御所市）

工事状況（葛下流域貯留施設）（王寺町）

完成イメージ ※今後変更となる可能性あり
（高田土木事務所駐車場地下貯留施設）（大和高田市）

雨水貯留部

排水路

（工事中）

（工事中）

雨水浸透阻害行為について
●大和川流域内の土地で行う1,000㎡以上の雨水浸透阻害行為（土地の締固めや
　開発等により雨水がしみ込みにくくなる行為）は奈良県知事等の許可が必要です。
●許可にあたっては、技術基準に従った　　　　　　　　  の設置が必要です。

■許可の申請窓口（奈良県または奈良市で受け付けます。）
奈良市の大和川流域内での雨水浸透阻害行為

詳細：奈良市河川耕地課HP　URL：https://www.city.nara.lg.jp/soshiki/122/131229.html

開発地 申請先 許可の申請窓口
奈良市内
奈良市で行う雨水浸透阻害行為の許可は奈良市長が行います。

奈良市長 奈良市建設部河川耕地課

奈良市以外の市町村の大和川流域内での雨水浸透阻害行為

詳細：奈良県河川整備課HP　URL：https://www.pref.nara.jp/59856.htm

開発地 申請先 許可の申請窓口
奈良市以外
奈良市以外の市町村で行う雨水浸透阻害行為の許可は奈良県知事が行います。

奈良県知事 奈良県県土マネジメント部河川整備課

連絡先 (TEL)
0742-34-4816

連絡先 (TEL)
0742-27-7507

※許可に伴い設置された雨水貯留浸透施設の機能を阻害するおそれのある行為も、
　奈良県知事等の許可が必要です。

雨水貯留浸透施設

対象となる行為（雨水浸透阻害行為）の例

耕地 宅地

●田畑（耕地）
→宅地

林地 運動場

●林地
→運動場

県等の審査窓口との事前相談が必要です！

奈良県知事等の許可が必要です！

奈良県
平成緊急内水対策事業

の流れ

優先的に内水対策を実施し、
浸水被害の解消を目指す重点
地区の決定

10年確率規模によるシミュレーション
による内水被害のおそれのある地区

●

浸水常襲地域に該当または平成29年
台風21号による内水被害の発生地区

●

貯留施設による対策が有効な地区●

【事業箇所の決定】

貯留施設候補箇所の選定
●有識者による適地選考委員会で審議

貯留施設事業箇所の決定
●有識者による適地選考委員会に報告
●県・市町が協定を締結

【事業実施】

詳細設計、用地買収、工事

供用開始

★
★

★

原野 資材置場

●原野
→資材置場
　（未舗装）

駐車場資材置場

●資材置場
　（未舗装）
→駐車場
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【河川整備】
■河川整備(河道掘削、遊水地整備等)の実施

【既存ダムの洪水調節機能強化】
・既存ダム（初瀬ダム、天理ダム、白川ダム、岩井川ダム、大門ダム）における事前放流の実施

【下水道整備】
・雨水管渠整備、既設ポンプ施設の維持・更新
・内水ポンプ施設の運転操作ルール策定

【貯留機能保全区域の指定】
・都市浸水想定区域や条例で指定する『市街化編入抑制区域』等を考慮した上で区域の指定を検討

【流域対策】
既存ため池の放流口の改修や事前放流によりため池の水    
位を下げ雨水を一時的に貯留させる等、ため池の治水利用
を推進
水田の排水口に調整板を設置し、排水量を調整する水田貯
留を推進
浸水常襲地区等の課題である内水浸水被害の解消に向け、
『奈良県平成緊急内水対策事業』による雨水貯留施設等の整
備を推進
民間事業者等による雨水貯留浸透施設の整備も見込んだ今
後5年間の目標対策量を新たに上乗せし、対策を一層推進

河道掘削（藤井地区）

洪水時、堤防から川の水が
あふれ、浸水被害が発生し
ます。

洪水を遊水地に貯めること
で、堤防から川の水があふ
れにくくなります。

上野遊水地(三重県)では、平成29年台風第21号にお
いて、木津川及び服部川の水を約600万m3貯留させた
ことで、伊賀市内の家屋浸水を防ぐことが出来ました。

藤井地区の河道掘削と大和川遊水地の整備が完成
すると、平成29年台風21号と同規模の洪水が発生
した場合、葛下川合流点の大和川の水位を約50cm
低下させることが出来ます。

○遊水地（保田地区）

○遊水地のしくみと効果

樹木伐採（久度地区）
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遊水地位置図

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策

②被害対象を減少させるための対策

③被害の軽減、早期復旧、復興のための対策

河道掘削

大和川

遊水地（保田地区）
計画貯溜容量=約20万m3

2～3m掘削

平成29年時点から約50cmの水位低下

大和川27.0k（葛下川合流点） 遊水地（保田地区）

遊水地内掘削

計画高水位
平成29年時点
整備完了時点

曽我川

遊水地内を2～3m掘削することにより、約20万m3の貯
留容量を確保します。
(一般的な25mプール約500個分の水が貯められます。)

・

・

・

・

【浸水被害防止区域の指定】
都市浸水想定区域及び水害リスクマップ、『市街化
編入抑制区域』等を考慮した上で区域の指定を検討

○ 区域内の土地に居住する場合にも命を守る
○ 区域内の土地への居住を避ける
○ 被災前に安全な土地への移転を促す

・

減災対策協議会等による関係機関との連携強化や市町村等との
ホットラインによる河川情報の共有
洪水ハザードマップや内水ハザードマップの作成・周知  
住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
小中学校や地域を対象とした水災害教育の実施
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成、避難訓練の徹底

ため池の治水利用（大和郡山市鰻堀池） 水田貯留（田原本町阪手地区）

被災前に浸水被害防止
地区から安全な土地へ
の移転が可能となる

問い合わせ先 〒583-0001 大阪府柏原市大正2-10-8　　電話 072-971-1381
ホームページ　https://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/index.php
公式twitter　 https://twitter.com/mlit_yamato

国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 工務課

・

・
・
・
・

居室の底面が基準水位以上

居室
基準
水位

遊水地

河道掘削(藤井地区)

平成30年3月撮影

大和川

大正橋

第三大和川橋梁
25.6k

25.8k

26.0k

26.2k
26.4k

大和川

掘削状況 三郷町立野南地先

令和2年11月撮影

25.6k

28.6k

掘削中

大和川
第三大和川橋梁

掘削範囲掘削範囲

三郷町立野南地先 伐採前

令和3年8月撮影

王寺町久度地先
河道内樹木河道内樹木

大和川

伐採後

令和3年12月撮影

王寺町久度地先

大和川

令和4年3月撮影

令和4年2月撮影
川西町

河合町保田第二
樋門

曽我川取
水樋門

飛
鳥
川 曽我川

写真①

写真②34.2k

0.2k

0.4k

34.0k

  排水樋門
（保田樋門）大和川

築堤状況

令和3年12月撮影

写真① 写真②

令和4年1月撮影

掘削状況

平成29年10月23日撮影

服部川服部川

木津川木津川

新居遊水地
越流堤

越流堤

周囲堤

伊賀上野城 伊賀市内

小田遊水地

木興遊水地

遊水地整備により浸水を防いだ地域住宅団地

参加者相互の
意見交換により
理解が向上

ワークショップ形式 小中学校の防災教育

防災教育

越流堤

水田貯留用一筆排水桝（正面から見たところ）

水田貯留用の調整板 農家が管理する2枚の板
板と板の間に止水用の土を入れる。
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【河川整備】
■河川整備(河道掘削、遊水地整備等)の実施

【既存ダムの洪水調節機能強化】
・既存ダム（初瀬ダム、天理ダム、白川ダム、岩井川ダム、大門ダム）における事前放流の実施

【下水道整備】
・雨水管渠整備、既設ポンプ施設の維持・更新
・内水ポンプ施設の運転操作ルール策定

【貯留機能保全区域の指定】
・都市浸水想定区域や条例で指定する『市街化編入抑制区域』等を考慮した上で区域の指定を検討

【流域対策】
既存ため池の放流口の改修や事前放流によりため池の水    
位を下げ雨水を一時的に貯留させる等、ため池の治水利用
を推進
水田の排水口に調整板を設置し、排水量を調整する水田貯
留を推進
浸水常襲地区等の課題である内水浸水被害の解消に向け、
『奈良県平成緊急内水対策事業』による雨水貯留施設等の整
備を推進
民間事業者等による雨水貯留浸透施設の整備も見込んだ今
後5年間の目標対策量を新たに上乗せし、対策を一層推進

河道掘削（藤井地区）

洪水時、堤防から川の水が
あふれ、浸水被害が発生し
ます。

洪水を遊水地に貯めること
で、堤防から川の水があふ
れにくくなります。

上野遊水地(三重県)では、平成29年台風第21号にお
いて、木津川及び服部川の水を約600万m3貯留させた
ことで、伊賀市内の家屋浸水を防ぐことが出来ました。

藤井地区の河道掘削と大和川遊水地の整備が完成
すると、平成29年台風21号と同規模の洪水が発生
した場合、葛下川合流点の大和川の水位を約50cm
低下させることが出来ます。

○遊水地（保田地区）

○遊水地のしくみと効果

樹木伐採（久度地区）
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遊水地位置図

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策

②被害対象を減少させるための対策

③被害の軽減、早期復旧、復興のための対策

河道掘削

大和川

遊水地（保田地区）
計画貯溜容量=約20万m3

2～3m掘削

平成29年時点から約50cmの水位低下

大和川27.0k（葛下川合流点） 遊水地（保田地区）

遊水地内掘削

計画高水位
平成29年時点
整備完了時点

曽我川

遊水地内を2～3m掘削することにより、約20万m3の貯
留容量を確保します。
(一般的な25mプール約500個分の水が貯められます。)

・

・

・

・

【浸水被害防止区域の指定】
都市浸水想定区域及び水害リスクマップ、『市街化
編入抑制区域』等を考慮した上で区域の指定を検討

○ 区域内の土地に居住する場合にも命を守る
○ 区域内の土地への居住を避ける
○ 被災前に安全な土地への移転を促す

・

減災対策協議会等による関係機関との連携強化や市町村等との
ホットラインによる河川情報の共有
洪水ハザードマップや内水ハザードマップの作成・周知  
住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
小中学校や地域を対象とした水災害教育の実施
要配慮者利用施設における避難確保計画の作成、避難訓練の徹底

ため池の治水利用（大和郡山市鰻堀池） 水田貯留（田原本町阪手地区）

被災前に浸水被害防止
地区から安全な土地へ
の移転が可能となる

問い合わせ先 〒583-0001 大阪府柏原市大正2-10-8　　電話 072-971-1381
ホームページ　https://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/index.php
公式twitter　 https://twitter.com/mlit_yamato

国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所 工務課

・

・
・
・
・

居室の底面が基準水位以上

居室
基準
水位

遊水地

河道掘削(藤井地区)

平成30年3月撮影

大和川

大正橋

第三大和川橋梁
25.6k

25.8k

26.0k

26.2k
26.4k

大和川

掘削状況 三郷町立野南地先

令和2年11月撮影

25.6k

28.6k

掘削中

大和川
第三大和川橋梁

掘削範囲掘削範囲

三郷町立野南地先 伐採前

令和3年8月撮影

王寺町久度地先
河道内樹木河道内樹木

大和川

伐採後

令和3年12月撮影

王寺町久度地先

大和川

令和4年3月撮影

令和4年2月撮影
川西町

河合町保田第二
樋門

曽我川取
水樋門

飛
鳥
川 曽我川

写真①

写真②34.2k

0.2k

0.4k

34.0k

  排水樋門
（保田樋門）大和川

築堤状況

令和3年12月撮影

写真① 写真②

令和4年1月撮影

掘削状況

平成29年10月23日撮影
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大門ダム

今号の表紙について

　お住まいの地域で気象警報・注意報が発令された際や、強い雨の降っている箇所や水位が上昇した
場合に、メールで情報配信を行っています。早めの避難行動をとるためにもぜひ登録をお願いします。

奈良県河川情報システムについて

河川情報システムのアラームメール

　きめ細かい水位情報やリアルタイムの河川画像を提供し、早めの避難行動に活用頂くため、
「危機管理型水位計」や「簡易型河川監視カメラ」の設置を進め、設置が完了しました。
　危機管理型水位計を６８箇所、簡易型河川監視カメラを６９箇所に設置しました。
　奈良県河川情報システム（ホームページ）からご覧頂けます。

きめ細かい情報を追加提供

詳しくは、QRコードを読み取るか、Webサイトをご覧ください。

奈良県河川情報システムHP    http://www.kasen.pref.nara.jp/gispub/
アラームメール（スマホ用） 　  http://www.kasen.pref.nara.jp/amailpub_sp/
アラームメール（携帯電話用）  http://www.kasen.pref.nara.jp/amailpub_fp/ システムHP アラームメール（スマホ） アラームメール（携帯）
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雨天時に水位観測します

夜でも川の状況が
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堤防の高さまであと○○ [cm]
を表示しています

【危機管理型水位計】 【簡易型河川監視カメラ】
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●ご自身の命を守ることが最優先です。自治体等からの情報を参考に、災害
の危険が迫ったら、危険な場所から迷わずに避難してください。気象情報
や避難情報の発令状況は、「奈良県防災ポータル」から確認できます。

INFORMATION

ストップ水難事故！ ～川は急に増水する等、危険な一面があります～

新型コロナウイルス感染症が収束しない状況においても、災害はいつ発生するかわかりません。
災害発生または発生するおそれがある時は、

危険な場所から、安全な場所へ避難することが原則 です。

知っていただきたいコロナ禍における避難のポイント
●避難情報（警戒レベル）の一覧

付近で雨が降っていなくてもこんな時は危険　付近で雨が降っていなくてもこんな時は危険　川で遊ぶときの鉄則川で遊ぶときの鉄則

雨量、河川水位、河川監視カメラの画像を
リアルタイムで確認できます。

●
●
●
●
●
●

大雨注意報、警報が発表された
上流の空に雨雲や積乱雲が見えた
水かさが増した
水が濁った
落ち葉や流木、ゴミが流れてきた
山鳴りがした

□ 天気や川の情報を常にチェックする
□ ライフジャケット等を準備する
□ 看板や地元の人から川の情報を得る
□ 川の様子をよく見る

奈良県河川情報システム天気予報とあわせて
確認しましょう

すぐ避難

5

警戒
レベル 状況 住民が取るべき行動

4

3

2
1

※令和3年5月から避難情報の名称等が変わっています。

避難情報等

災害発生
又は切迫

命の危険
直ちに安全確保！

〈 警戒レベル４までに必ず避難！〉

緊急安全確保

災害の
おそれ高い

危険な場所から
全員避難 避難指示

災害の
おそれあり

危険な場所から
高齢者等は避難 高齢者等避難

気象状況悪化 自らの避難行動を確認
今後気象状況悪化
のおそれ 早期注意情報

大雨・洪水注意報

災害への心構えを高める

詳しくは　奈良県防災統括室  
https://www.pref.nara.jp/55577.htm

●避難とは「難」を「避」けることです。小中学校や公民館等の避難場所への
避難に加え、安全な場所にある親戚や知人宅、ホテル等への避難も考えて
みましょう。自宅で身の安全を確保できる場合は、自宅にとどまることも選
択肢です。事前に避難先を確認し、相談しておきましょう。

●マスク・体温計・手指消毒剤・スリッパ・タオル・ゴミ袋等、感染症対策に
必要なものはできるだけ各自で用意し、携行してください。

●マスクの着用や手洗い・換気の徹底、隣の人との間隔の確保等、避難所で
行われる感染症対策へのご協力をお願いします。

●激しい雨の時には移動すること自体に危険が伴います。「自らの命は自ら
が守る」意識を持って、普段から準備し、明るいうちの早めの避難行動を心
がけましょう。

奈良県広報広聴課 　TEL.0742-27-8327 　https://www.pref.nara.jp/43272.htm

申し込み条件や方法については、
以下URLよりご確認ください。

お問い合わせ先

奈良県の治水対策

なら県政出前トークは、県が重点的に取り組む施策等について、県民等の皆さまからの希望に応じて、職員がお伺いして説明、
意見交換を行うものです。河川整備課では、以下２つのテーマをご用意しております。

なら県政出前トーク

令和2年度実施の様子

● 奈良の河川の歴史、今日の河川が抱える課題等、
総合治水に関する取組や浸水地域における減災対策

水害に備えて
● 水害時に役立つ水位、雨量及び気象情報の取得方法や備え、
水難事故発生防止の取り組み等

説明内容（水害について）
Ⅰ　水害の状況
Ⅱ　水害リスクの確認
Ⅲ　防災情報と避難行動
Ⅳ　河川情報の収集
Ⅴ　避難に際しての注意
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